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http://www.city.yokohama.lg.jp/tsurumi/life/town/doboku/aigokainews.html  

「鶴見区版公園愛護会通信 むさし」の バックナンバー URLです。是非ご覧ください。  

今回送付した「物品支援申込書」技術支援申込書」「公園愛護会支援ガイド」については、

令和４年度の支援の申込みになります。 

物品支援の上限について 

ごみ袋合計15パック、軍手2パック、竹箒2本、竹熊手2本、飲み物1箱程度が予算上限の目

安となります。 

鶴見区公園愛護会通信 むさしvol.３７ 2021 冬 

公園愛護会等コーディネーターからのお願い 

公園愛護会活動のヒント！ 

 活動中見つけたときにお願いしたいこと 

遊具の下に雑草が... 
根っこごと抜くだけで美しい

景観に！ 

あれ？水溜まり？ 

広場に水が溜まっている... 

落葉をどけると排水桝の蓋があ

り水が引きました！落葉や泥が

重なり流れていませんでした... 

なるほど！ 

ちょっとした気遣
いが公園のため
になるんだね！ 

「ガーデンネックレス横浜2021」等でご紹介しているミックス花壇について紹介 

（今年度も、山下公園や日本大通りでもミックス花壇を実施しました） 

2017年に開催された全国都市緑化よこはまフェアでみなとみらい地区の山下公園で

始めた花壇の作り方です。 

１ 一度にいろんな球根を入れ込む事で、長い期間花を楽しめます。 

２ 球根を投げ入れて植え付けを行うことによって、大人から子供まで参加でき、イベン

ト性があるので愛護会活動に取り組んでもらうきっかけづくりになります。 

３ ムスカリ・スイセン・アネモネなどは、残したままで翌年も咲くことがあります。ミックス

花壇の一番の特徴です。（翌年も楽しめる） 


